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論 文 内 容 の 要 旨 
 

本研究の目的は，思春期青年期以降の自閉スペクトラム症(以下，ASD)者が有する強みの特徴を

明らかにし，強みに着目した支援について検討を行うことであった。 

 第 1 章では，ASD の概念の変遷から，ASD 者の二次障害，機能的転帰，社会適応に焦点を当て

て先行研究の整理を行った。ASD 者は成人期に近づいていく過程で，精神的な問題及び行動的問題

を二次障害として抱えやすく，機能的転帰が悪化しやすいことが明らかになり，思春期，青年期，

そして成人期に至るまでの生涯発達的支援が必要であることが示された。その中で，ASD 者が自分

らしさを大切にしながら社会に適応していくためには，強みに着目することが重要であると考えら

れた。 

 そこで，第 2 章では，ASD 者の強みと考えられる側面について概観した。その結果，ASD 者の

個人的特徴については，先行研究においては能力面に関する研究が多いことが明らかになった。一

方で，臨床的経験の中から指摘されている ASD 者の関心や，ASD 者の強みに対する自己理解につ

いては検討されておらず，ASD 者が自己の個人的特徴を強みとして認識していくためにどのような

環境が必要かについて検討することが重要な課題であると考えられた。 

 第 3 章では，ASD 者の強みとして考えられている関心について，関心の広がりと深まりという視

点から尺度作成を行い検討した。その結果「探索的関心」と「追究的関心」の 2 因子からなる「関

心スタイル尺度」について，一定の妥当性が得られた。また，ASD 群と定型発達群とで尺度得点の

比較を行ったところ，「探索的関心」については ASD 群が定型発達群よりも低く，「追究的関心」

は反対に ASD 群の方が定型発達群よりも高いことが示された。本研究の結果より，ASD 者は，少

ない対象に集中的に向かう，追究的な関心スタイルを持っていることが明らかになった。また，関

心の広がりは，特に ASD 群において well-being に寄与することが明らかとなり，ASD 者が自身の

関心を広げていくことの重要性が示唆された。一方で，「追究的関心」自体は精神的健康とも結びつ

くと想定される特性であるにもかかわらず，今回の研究においては関連が見られなかった。このこ

とから，ASD 者が追究的な関心を持っていたとしても，それを生活の中でうまく生かせていないこ

とが考えられた。 

 第 3 章で検討した関心については，第三者的視点から考えられた強みであったため，第 4 章では，

ASD 者が自己の強みをどのように理解するかという自己理解に焦点を当てた。強みを測定する尺度

である VIA－IS を用いて，ASD 群と定型発達群における得点の比較を行ったところ，定型発達群

のほうが ASD 群より得点が高く，ASD 群は自己の強みを低く認識していると考えられた。また，

下位因子に着目して検討を行ったところ，ASD 者の中では，「感謝」，「謙虚」，「思慮深さ・慎重」



といった強みが比較的当てはまると捉えられやすく，ASD 者が自覚しやすい強みであると考えられ

た。さらに，ASD 者の自己理解の特徴として，ソーシャルスキルを軸に対応していかなければいけ

ない文脈においては自己評価が低下するものの，そうではない情緒的で温かい関係性が軸になるよ

うな文脈においては，適切にそれを認知し，自己評価に反映させていると考えられた。加えて，対

人面と結びつかない強みについても定型発達群と差が見られないことが示された。 

 第 3 章および第 4 章の結果を踏まえ，第 5 章では，ASD 者の強みを活用するための支援者とし

ての視点と，ASD 者が自己の特性を強みとして理解していくプロセスについて事例を通して検討を

行った。第 1 節では，ASD の中学生との個別面接の経過を報告した。その中で，ASD 者の関心が

コミュニケーションツールやコーピングスキルに結び付くこと，支援者が，ASD 者が持っている特

徴の肯定的機能に気づき，強みとして発揮していけるような支援を提供することで，ASD 者の個人

的強みを支える環境的強みとして機能することが明らかになった。次に，第 2 節では，ASD の高校

生に対するグループセラピーの経過を報告した。その結果，ASD 者の関心をグループの展開の中に

取り入れることで，自己の視点と他者の視点を統合させ，他者意識を高め，相互交流に結び付ける

ことが可能となると考えられた。また，「クライエント企画」というプログラムの枠組みの中で，の

びのびと自己表現することにより，自身の特性を強みとして肯定的に受け止めることが出来るよう

になると考えられた。さらに，そのような自己理解は，特に同年代他者とのやり取りの中で形成し

ていくことが重要であると考えられた。 

 最後に第 6 章において，研究全体の総括を行った。今後の課題として，自己理解に加え他者から

の評価も統合させる必要があること，臨床場面における工夫についても検討していく必要があるこ

とについて論じた。以上より、本研究は，思春期青年期以降の ASD 者が有する強みの特徴につい

て多面的に検討し，ASD 者の強みに着目した心理的支援のためのモデルを提示した。 


